
　
　　　　守山まるごと活性化　議事要旨　　作成者：坂田

日時： 令和元年５月31日（金）午後２時から午後４時まで

場所：

参加者：

内容
１．老人憩いの家解体工事（予定）について
・解体業者と長寿政策課が協議中
・６月中旬から７月末までに建物の撤去が行われる。工事中であっても、直売所開設日には支障のない
ように工事は進めてもらえるとのこと。

２．プロジェクトからのお願い
①生産者がボランティアとして運営に参加してもらえるか。
・月１回で実施予定（一時的）
・生産者がボランティアとして参加するのであれば、手数料を取る意味はあるのか。
・手数料が、プロジェクトの運営に充てられているのではないのか。
　　　　　↓
これらの意見から、ボランティアとして生産者が参加するかどうかは強制ではなく、任意で行ってもらうこ
ととする。

②袋詰め、値付けなど朝の搬入時の作業に協力してもらえるか。
・袋詰め、値付けは基本と考えている方が、それなりの人数いたため、一定の理解はしていただいている
模様。
・値付けに関して、生産者の思いや、野菜そのものの価値などもあるため、生産者が決める方向で考え
る。
・袋詰め、値付けに協力していただける方は、お願いする。また、当日袋詰め、値付けを行う場合は、プ
ロジェクトメンバーと一緒に行てもらう。

③手数料の再検討について
・手数料は今まで通り、売り上げの１割とする。

３．今後のプロジェクト運営体制について
①運営は、部会制によるものとする。
1.直売所部会（主に直売所の運営等にかかる事業）
・代表者、会計担当、生産者代表をそれぞれ設置する。
27普及啓発部会（主に、料理教室の運営・実施、特産品の普及、伝統野菜の普及にかかる事業）
・代表者を設置する。

③直売所開設時期・日数について
・毎月第１土曜日とする。
・再開日は、令和元年８月３日を予定
・９月の開催日は、７日を予定

④直売所運営時間について
※原則以下を遵守（個々の清算時間の変更は要相談）
８時に野菜入荷（生産者持参）⇒ ９時30分販売開始 ⇒ 11時30分に販売終了 ⇒ 午後１時に清算（清算
時に残った野菜も返却）

４．今後の検討事項
・玉津の地産地消の魅力づくり
・生産者のネットワークづくり（生産者の数が減少しているため）
・おうみんちよりも玉津の地産地消の直売所に来てもらえるようなものの開発

イベント名： 第２回　「食の地産地消プロジェクト」　会議

開催結果

玉津会館　会議室１

プロジェクトメンバー 12名　生産者10名　会館２名


